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核燃料施設等の新規制基準適合性に係る審査会合 

第447回 議事録 

 

１．日時 

 令和４年６月２４日（金）１０：００～１２：０８ 

 

２．場所 

 原子力規制委員会 １３階 会議室ＢＣＤ 

 

３．出席者 

担当委員 

 山中 伸介  原子力規制委員会委員 

原子力規制庁 

 小野 祐二  原子力規制部 新基準適合性審査チーム チーム長代理 

 志間 正和  原子力規制部 新基準適合性審査チーム チーム長補佐 

 藤森 昭裕  原子力規制部 新基準適合性審査チーム員 

 加藤 淳也  原子力規制部 新基準適合性審査チーム員 

 望月 豪   原子力規制部 新基準適合性審査チーム員 

 菅生 智   原子力規制部 新基準適合性審査チーム員 

 島村 邦夫  原子力規制部 新基準適合性審査チーム員 

 三好 慶典  原子力規制部 技術参与 

国立大学法人京都大学 

 宇根崎 博信 京都大学 複合原子力科学研究所 教授 

 北村 康則  京都大学 複合原子力科学研究所 准教授 

 高橋 佳之  京都大学 複合原子力科学研究所 助教 

日本原子力研究開発機構 

 曽野 浩樹  臨界ホット試験技術部 次長 

 井澤 一彦  臨界ホット試験技術部臨界技術第1課 課長 

 石井 淳一  臨界ホット試験技術部臨界技術第1課 マネージャー 

 新垣 優   臨界ホット試験技術部臨界技術第1課 主査 
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 長谷川 健太 臨界ホット試験技術部臨界技術第1課 

 大内 諭   安全・核セキュリティ統括本部 安全管理部 施設保安管理課 主査 

 

４．議題 

 （１）京都大学臨界実験装置(KUCA)の設計及び工事の計画の承認申請について 

    （軽水減速炉心用濃縮燃料要素及び固体減速炉心用濃縮燃料要素の製作） 

 （２）日本原子力研究開発機構原子力科学研究所原子炉施設保安規定変更認可申請につ

いて 

 

５．配付資料 

 資料１－１ 京都大学複合原子力科学研究所の原子炉施設京都大学臨界実験装置(KUCA)] 

             の変更に係る設計及び工事の計画の承認申請書（KUCA軽水減速炉心用低濃

縮燃料要素の製作） 

 資料１－２ 京都大学複合原子力科学研究所の原子炉施設[京都大学臨界実験装置(KUCA)] 

       の変更に係る設計及び工事の計画の承認申請書（KUCA固体減速炉心用低濃

縮燃料要素の製作） 

 資料２   原子力科学研究所原子炉施設保安規定【STACYの運転再開に伴う変更等】 

 

６．議事録 

○山中委員 定刻になりましたので、ただいまから第447回核燃料施設等の新規制基準適

合性に係る審査会合を開催いたします。 

 議題は、お手元にお配りの議事次第に記載のとおりでございます。 

 議事に入ります。 

 最初の議題は、議題1、京都大学臨界実験装置(KUCA)の設計及び工事の計画の承認申請

についてです。 

 それでは、京都大学から資料の1-1及び1-2を用いて説明をお願いいたします。 

○京都大学（宇根崎教授） それでは、冒頭、私、京都大学の宇根崎より、前回の説明、

本日御審議いただく内容等々について簡単に述べさせていただきます。本日はお時間いた

だきまして、ありがとうございます。 

 京都大学臨界実験装置(KUCA)の設置変更申請につきましては、おかげさまで、4月28日
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付で御承認をいただきまして、それの後に、本日の議題であります低濃縮燃料の製造のた

めの設工認をそれぞれ軽水減速炉心用の燃料要素、それから、固定減速炉心用の燃料要素

の製作という形で、二つに分けて提出させていただきまして、御審議をいただいていると

ころでございます。本日は、この議題1の中で、お手元資料として、審査会合資料1-1で、

軽水減速炉心用の低濃縮燃料の製作、そして、審査会議資料1-2として、固体減速炉心低

濃縮燃料の製作という、その二つの資料に沿って説明をさせていただきます。 

 ただ、この二つの設工認につきましては、共通部分もございますので、その辺りは都度

都度説明させていただきながら、進めさせていただきたいと思います。 

 本日は、この資料の説明は、主に当方の高橋助教、それから、北村准教授のほうから説

明をさせていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○京都大学（高橋助教） それでは、京都大学の高橋より、まず初めに、審査会合資料1-

1に関しまして御説明をさしあげたいと思います。 

 資料1-1につきましては、先ほど宇根崎より申し上げましたKUCAの軽水減速炉心用低濃

縮燃料の製作に関するものでございます。 

 まず初めに、申請の概要について、御説明さしあげます。臨界実験装置(KUCA)の原子炉

本体の燃料体の処理には、先ほど申し上げましたとおり、固体減速炉心用と軽水減速炉心

用がございます。資料1-1につきましては、こちらの軽水減速炉心用の低濃縮ウラン標準

型燃料板、以下、燃料要素と称させていただきますが、こちらについて、申請させていた

だいたものでございます。 

 原子炉設置変更承認申請において、既に軽水減速炉心用低濃縮ウラン燃料要素の仕様に

ついては御審議いただいたところでございます。今回の設工認申請においては、原子炉設

置変更申請書における軽水減速炉心用低濃縮ウラン燃料要素の記載と整合しているかどう

かというのを御審議いただくとともに、技術基準規則との適合性について御確認をいただ

きたいと思います。 

 資料3ページ目になりますが、こちらが、製作する燃料要素になります。左の図が今回

の設工認で製作をします燃料要素になります。こちらの燃料要素を右の図に示しておりま

すフレームの中に挿入をして、炉心に装荷をして使用するということでございますが、今

回の設工認申請においては、こちらの左の図にあります燃料の製作、こちらに関わるもの

に、こちらに関する申請になるということでございます。 

 4ページ目に移りまして、こちらが製作する燃料要素の図面、詳細図になります。全長、
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幅等はこちらに記載をさせていただいているとおりでございまして、燃料心材の長さ等に

ついても、こちらのとおりでございます。フィッシュテールと呼ばれまして、こちら、製

作上の関係からできます魚の尻尾のような形状になるんですけども、こちらについても、

幅等、特別な値を決めさせていただいているというものでございます。 

 5ページ目に移りまして、製作する燃料の図面の続きになりますが、燃料要素の中に

Zone1、Zone2というようなところを決めまして、こちらについてに関する定義を示させて

いただいているというものでございます。こちらのZone1、Zone2についての詳細は、後ほ

どの説明で御説明をさしあげます。 

 6ページ目に移りまして、こちらも製作する図面に関する記載になります。ドッグボー

ンと呼ばれます製作上できてしまう形状のところがございますが、そちらについて、御説

明さしあげているというものでございます。 

 では、7ページ目に移りまして、こちらが原子炉設置変更承認申請における記載との整

合について御説明をさしあげているものでございます。左側が設置変更に関するもの、本

文、添付書類に関するものでございます。そして、これに合うといいますか、整合する設

工認申請での記載項目というのを右側に示させていただいているというものでございます。 

 まず初めに、設置変更承認申請、本文にございます試験研究用原子炉及びその附属設備

の位置、構造及び設備に関する項目について、燃料体、燃料材の種類ということで、ウラ

ンシリサイド・アルミニウム分散型燃料というような記載がございますが、こちらについ

ては、設工認申請において、3.1.2の燃料要素、燃料材の種類とか、3.2.1、燃料材の仕様、

3.2.3、燃料要素の仕様というところで記載をしているというものでございます。 

 設置変更承認申請における被覆材の種類につきましても、ウランシリサイド・アルミニ

ウム分散型燃料材については、耐食性アルミニウムを使用するということで記載をしてお

りますが、設工認申請においては、こちらのようなところで、記載をさせていただいてい

るというものでございます。 

 燃料要素の構造につきましても、このような寸法ということで設置変更承認申請につい

て記載をしておりますが、設工認申請においては、3.1.2、3.2.3のところで記載をしてい

るというものでございます。 

 8ページ目に移りまして、こちらは、設置変更承認申請における添付書類八での記載に

なります。原子炉本体の構造及び設備、炉心ですね、その中にあります燃料体の最大挿入

量というものを記載しておりますが、こちらについては、設工認申請において、3.1.1、
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炉心への最大挿入量や3.2.3、燃料要素の仕様というところで記載をさせていただいてお

ります。 

 8-2-2、燃料体、燃料材の種類というところにございます軽水減速炉心用の燃料の仕様

等につきましても、設工認申請において、3.1.2、3.2.1、3.2.3の部分において、御説明

をさしあげております。 

 9ページに移りまして、同様に、設置変更承認申請における8-2-2-2、被覆材の種類、8-

2-2-3、燃料要素の構造等についての記載については、それぞれ右に示しておりますとこ

ろで、設工認申請において、記載をさせていただいております。 

 こちらの設置変更承認申請において記載をさせていただいております内容に基づきまし

て、設計条件というのを記載しております。こちらに記載させていただいております内容

については、設工認申請書の記載内容をそのまま記載しているというものでございます。 

 まず初めに、3.1.1、炉心に関する制限ということで、炉心への最大挿入量というもの

を濃縮ウランとして、このような値のものを使用するということにしております。 

 3.1.2、燃料要素の燃料材の種類といたしましては、ウランシリサイド・アルミニウム

分散型燃料ということで、こちらの内容のものを製作するということでしております。被

覆材の種類につきましては、耐食性アルミニウム。燃料要素の構造といたしましては、こ

のような寸法のものを使用するということで、こちらのものを先ほどの図に示しておりま

すような標準型燃料板支持フレーム、溝にはめ込んで使用するということにしております。 

 続きまして、燃料材の種類ということなんですけども、燃料材の種類につきましては、

アルミニウム粉末として、このような合金を使う。ウランシリサイドの粉末としての濃縮

度やシリコン濃度というものは、こちらに記載させていただいているものを使用すると。

ウランシリサイドコンパクトのU-235量というのもこちらに記載をさせていただいている

ものになります。被覆材の仕様といたしましては、アルミニウム合金として、こちらのも

のを使用することにしております。 

 続きまして、燃料要素の仕様ということになりますが、寸法として、まず、燃料要素の

寸法がこちらになります。その中にあります燃料心材の種類といたしましては、こちらに

記載をしている寸法のものになるということです。被覆材の厚さに関しましては、燃料バ

ッチごとに燃料要素1枚というものを任意に選びまして、その燃料要素から下の図に示す

ような三つの試験片を取り出します。それぞれの三つの試験片の平均被覆材厚さというの

は、こちらの寸法といたしまして、先ほど申し上げましたようなフィッシュテールやドッ
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グボーンの影響によります、製造上の影響によりまして、局所的な最小厚さというものは

試験片の1と3につきましてはこのような値、試験片の2につきましては、このような値の

ものを使用するということにさせていただいております。 

 続きまして、燃料要素の仕様が続いておりますが、ウラン密度としてはこの値、数量と

してはここに記載させていただいているものを製作するという予定にしております。 

 その他につきまして、燃料要素1枚ごとにIDの刻印を行う。刻印の位置は燃料心材部以

外とするということを決めております。 

 以上の設計仕様につきましては、設工認申請書の添付書類「原子炉設置変更承認申請書」

との整合性に関する説明書において、その整合性というものを確認しておるというもので

ございます。 

 続きまして、14ページ、工事の方法及び手順でございます。左の図のほうに、一連の今

回の工事の方法及び手順というものを示させていただいております。まず、製作に関しま

して、製作工場の状況や輸送に関わるPP上の区分の関係から、今回の燃料要素の製作、燃

料要素というのは2回の輸送により本邦に到着するということを計画しておりまして、本

工事では、上記のような状況を踏まえまして、申請書図-2、こちらで示す左の図の方法及

び手順を2回実施するということにさせていただきたいと思っております。製作が完了し

たものから使用前事業者検査を実施しまして、使用前確認を受けたいというふうに考えて

おる次第でございます。 

 今回の申請では、燃料の製作まで、燃料をつくるところまでといたしまして、実際に炉

心に装荷して使用するまでの検査等の方法につきましては、別途、御確認をさせていただ

きたいというふうに思います。 

 続きまして、試験・検査項目に関しまして、構造、強度及び漏えいの確認に関する検査

といたしましては、1.として燃料材材料検査ということで、ここに記載させていただいて

おります内容の検査を行います。 

 続いて、16ページ、2.として、被覆材検査として、化学的組成や機械的性質について検

査をする。 

 17ページに移りまして、燃料要素の検査といたしまして、ここに記載させていただいて

おります位置・寸法検査や密度検査等を実施するということを計画しております。 

 18ページに移りまして、機能及び性能の確認に関する検査につきましては、該当なしと

考えております。本申請に関わる工事が本申請書に従って行われたものであることの確認
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に関する検査といたしましては、設計承認の生じた構築物等に関する適合性確認検査の結

果、適合性確認検査というものを実施するとしておりますし、品質マネジメントシステム

検査というものも実施するということで予定をしております。 

 19ページに、19ページ、20ページにつきましては、技術基準規則との適合性について、

各条項に説明の必要の有無があるかどうかということをまとめた表を記載させていただい

ております。今回の申請におきましては、6条、8条、11条、22条が該当するものと考えて

おりまして、細かい各条項に関しての説明というものは、参考資料として別表のほうに記

載をさせていただいております。今日のこちらの審査会合につきましては、時間の都合上、

該当する部分についてのみ御説明をさしあげたいと思います。 

 なお、こちらの該当、非該当につきましては、先行しておりました他事業者さんの燃料

に関する適合性の確認ですね、こちらを一部参考にさせていただいたところもございます。 

 それでは、まず、該当する技術基準との適合性について、該当する条項、条文について

御説明をさしあげます。 

 まず、第6条、地震による損傷の防止に関しまして、第1項につきましては、当該燃料要

素は、耐震Cクラスを満足するものとする。なお、燃料要素自体は耐震部材ではなく、標

準型燃料支持フレームに挿入して使用されるため、燃料要素の耐震性は耐震Cクラスの標

準型燃料板支持フレームの耐震性によって確保されるものである。燃料要素を挿入した標

準型燃料板支持フレームの耐震性について検討した結果、第1項に適合する設計となって

いるということでございます。第2項、第3項については、耐震重要施設ではないため対象

外としております。 

 続きまして、第8条、外部からの衝撃による損傷の防止ということで、第1項、第2項に

ついて、自然現象、人為事象、あとは、適合性確認の基本方針ということを記載させてい

ただいておりまして、詳細は申請書の中に記載をしております。各自然現象とか人為事象

につきまして、細かい説明を申請書のほうでさせていただいておりまして、こちらについ

て、適合性についての御説明をさしあげているというものでございます。 

 23ページにつきましても8条、先ほどの8条の続きになりますが、第3項、第4項について、

こちらも防護措置の要否を判断する基準を超えていないということについて、設置変更承

認申請を受けていることから、適用外としております。 

 続いて、第11条、機能の確認等になりますが、この申請の対象である燃料要素は、運転

により燃料要素に蓄積される核分裂生成物が僅かであるため、運転後においても直接取り
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扱うことが可能な燃料となっております。したがいまして、安全を確保する上での必要な

機能の確認をするための試験または検査及びこれらの機能を健全に維持するための保守が

可能であるというふうに考えております。 

 22条、炉心等に関する項目につきましては、第1項、第2項については、対象である燃料

要素というものが技術基準規則に基づいて、使用圧力、自重、附加荷重その他の燃料要素

に加わる負荷に耐えるよう設計していることを、参考資料において評価計算をしており、

そちらで確認をしております。なお、軽水減速炉心は、常圧下に置かれ、通常運転時の最

大熱出力が100W、最高使用温度は約80℃と低いため、燃料芯材及び被覆材による有意な相

互作用はないと考えております。また、材料検査、外観検査及び寸法検査を実施し、適切

な材料及び構造であることを確認をいたします。こちら、評価計算というのを参考資料に

つけさせていただいておりますが、申請書のほうにも、同じ、同様の計算書というものを

添付しております。 

 3項につきましては、軽水減速炉心は冷却を必要とせず、減速材及び反射材の給水速度

も低く、流れの乱れや渦も生じないことから、損傷を生じさせるおそれのある振動は発生

をいたしません。このため、同条第3項の規定というものは適用外とさせていただきます。 

 以下、審査会合資料1-1の参考資料として、技術基準規則との各条項に対する説明と評

価計算書というものを添付しております。 

 以上が、軽水減速炉心用燃料要素の説明になります。 

 続きまして、資料1-2に移らせていただきたいと思います。 

 こちら、資料1-2につきましては、KUCAの固体減速炉心用低濃縮燃料要素の製作に関す

るものでございます。 

 2ページ目に移りまして、申請の概要でございますが、先ほどの軽水と同様、KUCAの固

体減速炉心用の低濃縮ウラン燃料の製作といたしまして、申請をさせていただいたもので

ございます。こちらも設計については、軽水同様、設置変更承認申請において、その仕様

というものについては、確認をいただいておるというものでございますので、今回の設工

認申請においては、設置変更承認申請書との整合性というものと、技術基準規則との適合

性というものを御審議いただくというものになるかと思います。 

 3ページ目に製作する燃料要素というものを記載しております。左の図が、燃料要素の

概略図になりまして、こちらを右の図に示すようなさや管に挿入して使用することといた

します。今回の設工認申請では、軽水と同様、こちらの燃料要素の製作、こちらに関する
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ものでございます。 

 4ページ目が製作する燃料要素の図面、詳細図になります。 

 5ページ目に移りまして、こちらもアルミ製の被覆材の形状などを示した図面になって

おります。 

 6ページ目に移りまして、こちらは原子炉設置変更承認申請における固体減速炉心用低

濃縮燃料要素の記載になりますが、軽水同様、左のほうに設置変更承認申請における記載、

右側のほうに設工認申請書での記載項目というものを記載させていただいております。基

本的な構造に関しましては、先ほどの軽水と同様になりまして、左側に記載させていただ

いております設置変更承認申請の記載のものがしっかりと設工認申請において担保されて

いるかというものを説明したものでございます。6ページ、7ページ、8ページということ

で記載をさせていただいております。 

 これらの設置変更承認申請に書かれております仕様に基づいて、設計条件というものを

決めておりまして、こちらが、設工認申請において記載させていただいております申請書

の記載内容を書いております。 

 3.1.1に関しては、炉心に関する制限として、最大挿入量はこのようなものとなります。

3.1.2、燃料要素に関しまして、燃料材の種類は、ウランモリブデン・アルミニウム分散

型燃料ですね、こちらは軽水とは異なる、軽水のほうはウランシリサイド・アルミニウム

分散型燃料でございましたが、固体につきましては、ウランモリブデン・アルミニウム分

散型燃料を使用することといたします。詳細については、こちらのとおりでございます。 

 2、被覆材の種類につきましては、耐食性アルミニウムというものでございます。 

 燃料要素の構造、こちらは軽水とは異なりますが、このような寸法のものというのを、

先ほどお示しいたしましたさや管の中に充塡をして使用するということになります。 

 10ページ目に移りまして、燃料材の仕様でございますが、アルミニウム粉末として、ア

ルミニウム合金、こちらに記載させております合金を使用します。ウランモリブデン粉末

に関しての濃縮度とモリブデン重量比というものも、こちらの記載のとおりでございます。

こちらを混ぜ合わせて作りましたウランモリブデンコンパクトに関してのU-235量、ウラ

ン密度、寸法というものにつきましては、こちらの記載のとおりでございます。 

 被覆材の仕様に関しては、アルミニウム合金で、こちらのものを使用します。 

 引き続き、燃料要素の仕様といたしましては、まず、寸法といたしましては、こちらの

寸法になります。被覆材の厚さに関しても、ここの記載のとおりでございます。数量に関
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しましても、計画として、こちらの製作数ですね、こちらのものを製作するとしておりま

す。 

 その他として、燃料要素1枚ごとに刻印を行うことと、また、刻印の位置というものは、

燃料心材部以外とするということを決めております。 

 こちらも、軽水同様、以下の設計仕様というものは、設工認申請書の添付書類「原子炉

設置変更承認申請書」との整合性に関する説明書において、その整合性というものを確認

しておるというものでございます。 

 12ページ目に移りまして、工事の方法及び手順になります。 

 左の図のところに、先ほどと同様、今回の設工認申請で製作する燃料の工事の方法及び

手順というものを図示しております。こちらも、製作に関しましては、製作工場の状況や

輸送に係るPP上の区分の関係から、燃料要素は2回ないしは3回の輸送において、本邦に到

着することを計画しておりまして、本工事では、上記のような状況を踏まえまして、左の

図の方法及び手順を2回ないしは3回実施するということといたします。 

 こちらも、軽水同様、製作が完了したものから、使用前事業者検査を実施して、使用前

確認を受けたり、設工認の部分承認ということになりますが、こちらについて、お願いを

したいというところでございます。 

 軽水同様、今回の申請におきましては、あくまで燃料の製作に関わるものというところ

として、実際に炉心に装荷して使用するまでの検査等の方法については、別途確認を行う

という予定にしておりまして、こちらの状況については、引き続き、確認を受けたいとい

うふうに思っております。 

 13ページ目に移りまして、試験・検査項目になります。まず初めに、構造強度及び漏え

いの確認に係る検査といたしまして、燃料材材料検査といたしまして、アルミニウム粉末

やウランモリブデン粉末について、このような検査を行うとしております。 

 14ページ目に移りまして、ウランモリブデンコンパクトに関する検査をこちらの三つの

検査。2.被覆材検査として、こちらに示しております三つの検査。3.燃料要素の検査とい

たしまして、ここに示しております6つの検査というものを計画しております。 

 機能及び性能の確認に関する検査につきましては、軽水同様、該当がないというふうに

考えております。本申請に関わる工事が本申請書に従って行われたものであることの確認

に関わる検査といたしまして、こちらも軽水同様、適合性確認検査と品質マネジメントシ

ステム検査というものを計画しております。 
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 17ページ目に移りまして、17、18ページは、先ほどの軽水と同様、技術基準規則との適

合性について、各条項に関するものを表にまとめさせていただいております。各条項への

対応というものは、軽水同様、参考資料のほうにその説明をつけさせていただいておりま

すが、今回の説明資料の中には、該当する6条、8条、11条、22条についての説明を記載さ

せていただいております。 

 19ページ目に移りまして、技術基準規則との適合性（第6条）に関するものですが、こ

ちらは、軽水と同様、当該燃料要素は耐震Cクラスを満足するというものでございます。

軽水につきましては、燃料フレームのところに挿入をして使用するということで、燃料フ

レームのほうでその耐震性を担保しておったのですが、固体につきましても、同様、さや

管に挿入して使用するため、さや管のほうで耐震性が確保されるものであるというふうに

なっております。第2項、第3項については、対象外になります。 

 第8条、外部からの衝撃による損傷の防止に関しましては、こちらは、軽水と同様の内

容になっております。対象となるのは、KUCA施設の中にあるということで、こちらは軽水

と同様の記載になっております。 

 21ページ目、スキップをさせていただきまして、第11条、機能の確認等に関するもので

ございますが、こちらも軽水と同様、運転により燃料要素に蓄積される核分裂生成物とい

うものが非常に僅かであるため、私たち、直接取り扱うことが可能でございます。したが

いまして、安全を確保する上での必要な機能の確認をするための試験、検査及びこれらの

機能を健全に維持するための保守が可能であるというものでございます。 

 第22条、炉心等に関するものでございますが、第1項、第2項につきましても、炉心の条

件というものは、軽水と同様、異常な状況になるようなものではございません。燃料心材

及び被覆材による有意な相互作用がないものでございます。また、材料検査、外観検査及

び寸法検査を実施いたしまして、適切な材料及び構造であることを確認いたします。こち

らの評価計算につきましては、申請書にも添付しておりますし、燃料要素は附加荷重、自

重に耐えられる構造であるということを参考資料のほうにおいても説明しております。 

 第3項になりますが、炉心は冷却を必要といたしません。減速材及び反射材というもの

は固体であります。燃料材の循環等による損傷を生じさせるおそれのある振動は生じない

ものでございますので、同条第3項の規定は適用外とさせていただいております。 

 以上、駆け足になりましたが、審査会合資料1-1、1-2に基づきます軽水減速炉心用低濃

縮燃料要素の製作と固体減速炉心用低濃縮燃料要素の製作に関する説明とさせていただき



12 

ます。 

 以上です。 

○山中委員 それでは、質疑に移りたいと思います。 

 ただいま御説明いただいた内容につきまして、質問、コメントございますか。 

 どうぞ。 

○加藤チーム員 規制庁の加藤でございます。 

 何点か確認をさせていただきます。まず、申請範囲についてでございます。こちらは、

本年の4月に承認した設置変更承認の審査におきましては、低濃縮燃料の審査に加えて、

高濃縮燃料の炉心から低濃縮燃料の炉心に変更に伴う審査、それも実施しておりますが、

本申請では、低濃縮燃料の製作に関わるものに限定した申請というふうに認識してござい

ます。 

 そこで、ちょっと、まず、1点確認をさせていただきたいんですけれど、申請全体を把

握するという観点から、低濃縮燃料を用いた炉心の運転開始までに予定している許認可申

請、設工認とか保安規定とかあると思いますし、加えて、使用前確認とかもあると考えて

おります。まず、その全体計画、今現状で把握している部分について、口頭で説明のほう

をよろしくお願いいたします。 

○京都大学（高橋助教） 京都大学の高橋です。コメントありがとうございました。 

 今後の審査の流れになりますが、まず初めに、燃料の製作を行わせていただきまして、

その間に、承認が下りたところから燃料の製造が始まるということになります。実際に、

燃料を製作して、こちらに持ってきて使用するまでには、先ほどコメント等にありました

が、炉心に関する設工認というものが必要になるというふうに私たちのほうは考えており

ます。したがいまして、設置変更承認申請に関しての内容については、今回のこの設工認

申請というものは、一部、分割申請という形になるものであるかというふうに考えており

ます。 

 試験炉規則のほう、第3条3項にございます内容に関して該当するものと考えております

ので、補正申請において、分割申請の理由としたものを添付として準備したいというふう

に思っております。 

 先ほどのいただいたコメントになるんですけれども、やはり燃料を製作してから、使用

前事業者検査を実施して、そちらは製作する工場のほうで検査を行う。こちらを輸送で本

邦のほうに、事業者のほうに持ってきて、そちらでまた輸送後の検査、こちらを実施検査
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とするか、使用前確認検査とするところについては、ちょっと御相談をさしあげたいとい

うふうに思っておりますが、そちらの燃料の製作をしている間に、炉心に関する設工認を

申請したいと思っております。 

 あと、保安規定とか、あとは定検等ですね、こちらについてのスケジュールというもの

についても、御相談をさしあげながら、御説明さしあげたいというふうに思っております

が、そちらのスケジュール表みたいなものを次回の審査会合、ヒアリング等までに御準備

させていただいて、確認をいただきたいと思っております。 

 以上です。 

○加藤チーム員 規制庁の加藤です。 

 説明ありがとうございます。 

 次回、紙面で説明していただくということで、了解いたしました。 

 次に、技術基準規則の適合性について、何点か確認をさせていただきます。 

 技術基準規則の第22条、これは、軽水の1-1の資料ですと、P25ページに該当するんです

けれど、22条の第1項、この第1項につきましては、運転時における圧力、温度、放射線に

つき、想定される最も厳しい条件下で物理的及び化学的性質を保持、第2項で最高使用圧

力、自重、附加荷重、その他加わる負荷に耐えるものであることを要求しておりますが、

こちらの認識におきましては、申請書の添付におきまして、被覆材の附加荷重及び自重の

応力評価しか説明されていないというふうに認識してございます。 

 例えば、STACYの設工認を例に取りますと、まず、燃料の設計条件といたしまして、最

高使用圧力及び最高使用温度を申請書の本文に記載した上で、添付の説明書で運転時の圧

力、温度、放射線、荷重等の説明がなされておりまして、適合性の審査におきましては、

これらの説明が必要というふうに考えておりますので、既認可の設工認を参考に、申請書

への記載を検討していただきたいと思います。 

○京都大学（高橋助教） 京都大学の高橋です。 

 燃料に関する使用圧力等につきましては、補正申請のほうで記載をさせていただきたい

と思います。どうもありがとうございます。 

○加藤チーム員 規制庁の加藤です。 

 別の条の技術基準の適合性で、今度、21条になります。今回は、京都大学の資料では、

適合対象条文ではないとしているところでございます。第21条、安全設備の第3項、こち

ら設計基準事故及び事故に至るまでに想定される環境条件において、その機能を発揮する
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ことを求めている条になりますが、こちらにつきましては、京都大学の資料におきまして

は、安全設備ではないので、適合対象条文ではないというふうに認識してございます。し

かし、こちらの低濃縮燃料要素につきましては、設置変更承認の審査におきまして、環境

条件における機能の発揮に対する基本設計方針を確認してございまして、詳細設計の段階

の設工認において、許可との整合性の観点から説明が必要というふうに考えておりますの

で、この許可との整合性の観点から、21条第3項の適合性の説明について、補正を検討し

ていただきたいというふうに考えてございます。 

○京都大学（高橋助教） 京都大学の高橋です。 

第21条第3項についての説明ということで、私たちのほうでも準備をさせていただきた

いと思います。どうもありがとうございます。 

○山中委員 そのほかいかがですか。 

○藤森チーム員 原子力規制庁、藤森です。 

 まず、先ほどありました22条の温度とか放射線の説明なんですけど、補正を検討すると

いうことだったんですが、補正方針と併せて次回会合で明確に説明いただきたいと思いま

すので、御準備のほうをお願いします。 

 また、今の21条の環境条件の話についても、次回会合で御説明をお願いできればと思っ

ておりますので、お願いいたします。 

 それから、ちょっと最初の質問に戻るんですけれども、分割申請で補正したいという話

を今日御説明がありましたけれども、そこは申請の際からこの会合までに京大の中で議論

があって、そういう考えを既にお持ちということですか。まず、申請のときには分割申請

ではなく個別に出てきているんですけど、そこはどういう考え方の整理をされて、そうい

うふうにしたいということになったのか、説明いただけますか。 

○京都大学（高橋助教） 京都大学の高橋です。 

 まず、一つ目のコメントでございます補正方針につきましては、次回の審査会合までに

そちらの補正方針ですね。あと、21条に関する説明というものを御準備させていただきた

いと思います。 

 二つ目の質問に関しまして、分割申請ということなんですが、当初、私たちのところ、

今回の燃料の製作に関するものだけということで申請をさせていただいておりまして、設

置変更との関連からいきまして、分割申請になるという認識があまりなくて、その後、申

請の後に、ヒアリング等で御説明をさしあげている中で、今回2回ないしは3回というもの
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で申請をする中で、やはり炉心等の申請ですね。設工認申請が必要になってくるだろうと

いうことで、京大の中のほうで審議をいたしまして、今後分割申請について、今回の燃料

の製作というものが分割申請に当たるだろうということで、私たちのところ、そういった

補正の方針を考えているというものでございます。 

○藤森チーム員 分かりました。ありがとうございます。 

 それから、続いて燃料の製作枚数についてなんですけれども、今、炉心については別に

設工認を出されて、分割申請でということなんですけれども、この燃料要素の製作数につ

いて、炉心の運転するために必要な、軽水と固体の燃料の枚数というのはどれぐらいにな

るのか御説明いただけますでしょうか。 

 炉心によって枚数は変わってくると思うんですけれども。 

○京都大学（北村准教授） 変わってきます、はい。 

○藤森チーム員 代表的なものだと、どれぐらいかというところでの御質問ですけれども。 

○京都大学（北村准教授） 京都大学の北村でございます。 

 枚数については具体的、炉心によってやっぱり変わってくるということなんですけれど

も、枚数は、何といいましょうか、ちょっとすみません。お待ちください。 

 すみません。製作する枚数は代表炉心をカバーできるような枚数を作りまして、一番少

ない枚数、炉心に必要な枚数よりも十分多いものを、ちょっと具体的な数字についてはあ

れなんですけれども、製作するということなんですけれども、お答えになっているでしょ

うか。 

○藤森チーム員 原子力規制庁、藤森です。 

 そうしましたら、次回会合でその炉心に必要な枚数についてはちょっと整理していただ

いて御回答、少なくとも基本性能を見るためにどれぐらいの枚数の製作が必要なのかとい

うところは整理して御回答いただければと思いますのでお願いします。 

○京都大学（北村准教授） 京都大学の北村です。 

 承知いたしました。ありがとうございます。 

○山中委員 そのほかいかがですか。どうぞ。 

○藤森チーム員 続けまして、規制庁、藤森ですが、工事の工程についてですけれども、

現行の申請書では具体的な年月日が記載されていない状況なんですけれども、こちらにつ

いても少し具体的な見通しについて、次回会合で構いませんので御説明いただければと思

うんですが。 
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○京都大学（宇根崎教授） 京都大学、宇根崎でございます。 

 本件、承りました。これは、燃料製造に向けて様々なスケジュールを今詰めているとこ

ろでございますので、かなり具体なところはお示しできると思います。ありがとうござい

ます。 

○藤森チーム員 よろしくお願いします。 

 以上です。 

○山中委員 そのほかいかがですか。どうぞ。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。 

 ちょっと戻りますけど、先ほどの今回作成する員数については、先ほどの御説明で軽水

の、固体減速でいえば12ページに今回の申請では燃料製作までとして、装荷して使用する

までの検査等については別途確認を行うと、こういう今後のことが記載されているわけで

すけれども、こういう記載があるということは、このまま見ると、いわゆる今回の第1回

目の製作枚数というのは、その後の炉心の性能試験を行うものをカバーしているというふ

うに読めるんですけど、それはそういう理解でよろしいんでしょうか。 

○京都大学（北村准教授） 京都大学の北村でございます。 

 そのように私どもも考えておりまして、そのように理解しております。 

 以上です。 

○三好技術参与 はい、分かりました。 

○山中委員 そのほかいかがですか。 

○加藤チーム員 規制庁の加藤です。 

 ちょっと検査の部分で1点確認をさせていただきたい、失礼しました。質問なしでお願

いいたします。 

○山中委員 そのほかいかがでしょう。よろしいですか。 

○加藤チーム員 規制庁の加藤です。 

 検査のところで軽水のほうですと、14ページ目のところの工事の方法、手順のところで

ございます。こちら、工場のほうではいろんな各検査が書かれているんですけれど、現地

のところでは検査の項目がないというふうになっているという認識しておりまして、こち

らといたしましては、輸送時において、その燃料要素とかが変形したり破損したりという

ことも考えられるので、検査項目がないというのがちょっと不思議に思っておりまして、

検査項目がない理由について教えてください。 



17 

○京都大学（高橋助教） 京都大学の高橋です。 

 燃料の製作ということに関しましては、現地で作った段階で確かにそこで製作というも

のに関しては終わるというふうに私たち考えたところもございます。ただ、先ほどのコメ

ントにありますように、輸送時の損傷というのが考えられるということで、私たちのとこ

ろといたしましては、輸送完了後に自主検査として外観検査等を計画しております。 

○加藤チーム員 規制庁の加藤です。 

 分かりました。ありがとうございます。 

○山中委員 そのほかいかがでしょう。よろしいですか。 

 22条関係で幾つか指摘がありましたけれども、私からちょっと関連して質問なんですが、

いわゆる自重に耐えられるような燃料体ですという、恐らくそうだろうなというのは想像

はできるんですけど、燃料の仕様として、寸法、あるいは組成、ウランの濃縮度、ウラン

の濃度については詳しく記載していただいているんですけど、おおよその例えばコンパク

トの機械的な性質ですとか、あるいは、アルミを被覆した燃料体そのもののおおよその強

度なり弾性定数的なものというのは、何か仕様の中に入っていないのか、その辺りはいか

がでしょうか。 

○京都大学（宇根崎教授） 京都大学、宇根崎です。 

 今の山中先生からの御質問ですけど、素材としての強度と例えば耐力、それは仕様に入

っておりますが、山中先生の御質問は、多分、完成した燃料板に対する強度とか、そうい

うものの記載。 

○山中委員 むしろ、そちらのほうが本当に必要なものなんじゃないかなという、それぞ

れのいわゆる粉の物性というのは、まあ、よく調べられていますし、当然、シリサイドに

ついては十分よく分かっているんだけど、ウランモリブデン燃料については、それぞれの

物性についてはよく分かっているでしょうけど、コンパクトであるとか、あるいはアルミ

被覆の燃料体そのものについて、どれぐらいの機械的な仕様を求めているのか、あるいは、

何も求めずにおおよそこんなものでしょうということで自重に耐えられますというような

評価をされているのか、ちょっとその辺、知りたかったんですけれども。 

○京都大学（宇根崎教授） 京都大学、宇根崎でございます。 

 御質問ありがとうございます。完成燃料板等の強度につきましては、例えば我々、KUR

の燃料の製造等においても、使う素材ですね。特に被覆材、それから額縁とか、構造材と

いう、被覆材の強度、それをベースに評価しております。 
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具体的には、実際に荷重がかかるのは燃料コンパクトにかからずに、例えば軽水燃料で

したら被覆材ですね。周囲のいわゆる額縁法で作る周囲のアルミフレーム、それから、今

回の固体減速でありましたら、アルミニウムの枠、そこにかかりますので、そちら側の材

料のスペックで燃料要素ですね。全体の強度を担保するという、そういう技術仕様にして

おります。 

○山中委員 一番軟らかいところ、一番弱いところで担保しているという、そういう考え

方ですね。 

○京都大学（宇根崎教授） そうです。 

○山中委員 よく分かりました。 

 そのほか、よろしいでしょうか。どうぞ。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。 

 1点ちょっと確認だけなんですけれども、固体減速架台のほうでいうと、検査のフロー

がある12ページですけれども、ここで、これは工場の現地ということ、工場ということで

すけど、この適合性確認検査というのが最後にありますけれども、これは、その前段でい

ろいろ組成とか寸法とか、そういうものについてそれぞれの要件を満たしているかという、

それを具体的にハードの物に対してやっているわけですけれども、ここでいう適合性確認

検査というのは具体的にそれまでの検査について適合しているか、適合というか、その値

が満足しているかどうかということを確認するというものなのか、あるいは何か別途、検

査と称するものを新たに起こすものなのか、ちょっとその辺、御説明いただけますか。 

○京都大学（高橋助教） 京都大学の高橋です。 

 コメントありがとうございます。適合性確認検査というものに関してなんですけれども、

今、私たちのところで考えているものにつきましては、やはり設計どおりにできているか

どうかということで、ほかにあります検査、寸法検査とか外観検査等、こちらを満足する

ものであれば、適合性確認は取れるというふうに考えておりますので、総括をするといっ

たらちょっと言い方が乱暴かもしれませんが、そういった検査を考えておるところでござ

います。 

 以上です。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。 

 分かりました、そうすると、新たに検査を行うものではないと、そういう理解でよろし

いわけですか。はい、分かりました。 
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○山中委員 そのほかいかがでしょう。よろしいですか。 

 それでは、今日御説明があり、質疑応答をさせていただいたところで、KCUAの設工認に

つきましては、燃料の設計条件として燃料の最高使用圧力、あるいは、最高使用温度の記

載を検討していただくということと、運転時の圧力、温度、放射線等の具体的な説明につ

いて指摘がございましたので、これは次回また御説明いただくということでお願いしたい

と思います。 

 京都大学におかれましては、これらの指摘に対して説明の資料を整えていただいて、準

備が整い次第、審査会合で改めて議論をさせていただきたいというふうに思います。 

 そのほか、京都大学側から何か確認しておきたいこと等ございますか、よろしいですか。 

○京都大学（宇根崎教授） はい。 

○山中委員 それでは、ここで一旦中断し、議題2は15分後、11時10分から再開とします。 

（休憩 京都大学退室 日本原子力研究開発機構入室） 

○山中委員 それでは、再開いたします。 

 次の議題は議題2、日本原子力研究開発機構原子力科学研究所原子炉施設保安規定変更

認可申請についてです。 

 それでは、JAEAから資料2を用いて説明をお願いいたします。 

○日本原子力研究開発機構（井澤課長） 原子力機構、井澤でございます。 

 本日は、原子力科学研究所の定常臨界実験装置、STACYと呼んでおります装置について、

運転のための保安規定について御説明をさしあげたいと思います。皆様のお手元の資料、

資料2でございますけれども、4本立てになっておりまして、まず、STACYというものに対

する申請の概要について御説明をさしあげます。 

 それから、定常臨界実験装置STACYは、小規模な原子炉でございますけれども、これを

運転するに当たってどのように行っていくかという保安規定の変更、この中、特徴的なこ

ととしましては、STACY、定常臨界実験装置と、臨界集合体というものに属しますので、

保安規定の中では原子炉の炉心そのものを規定するのではなくて、炉心を変更する手続に

ついて規定するという保安規定の特徴がございますので、そこを丁寧に御説明をさしあげ

たいと思います。 

 それから、STACY施設に原子力科学研究所の別の施設の燃料棒、使用いたしました使用

済みの棒状燃料を移管するということについての御説明、それから、今後のスケジュール

について御説明をさしあげたいと考えます。 
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 それでは、ページをめくっていただきまして、内容について担当、石井のほうから詳細

に御説明をさしあげます。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） それでは、原子力機構の石井でござい

ます。 

 資料2に基づいてSTACY保安規定の変更概要について説明させていただきます。資料の2

ページを御覧ください。 

 本保安規定の申請概要ということで大きく二つ、Ⅰ.とⅡ.に記載しております。Ⅰ.が

STACYの運転再開に関することでございまして、STACYについては、従来、ウラン硝酸溶液

の溶液燃料を用いた原子炉でした。これを溶液系STACYと定義しておりますが、これに関

する、運転に関する条項を削除、保安規定から一度削除しております、更新に当たって。

平成30年3月付けで一旦削除したというところでございます。 

 今回は、新しいSTACY更新炉、棒状燃料を使う更新炉の整備が大体整ってまいりました

ので、今回、令和5年1月のSTACY運転再開に向けて、原子炉運転に必要な事項を追加、復

帰するという内容のものになってございます。 

 Ⅱ.に書いておりますのが、原科研内に存在するTCA施設、これが廃止措置になりました

ので、その使用済燃料をSTACY施設で受け入れるということがございまして、そのTCAの使

用済燃料の貯蔵管理に関することを追加するという、この大きく分けて2点が今回の変更

内容になってございます。 

 まず、3ページからが、早速、一つ目のSTACYの運転再開に関する条項の追加、復帰にな

ります。 

 まず簡単に4ページに行っていただいて、STACYの運転制御についてポンチ絵で御説明さ

せていただきます。4ページ右側の図を御覧いただきますと、建屋の1階に炉室というとこ

ろがございます。そこに炉心タンクとか、炉心を形成する機器が設置されております。地

下1階の炉下室というところにダンプ槽という軽水を貯留しているところがございまして、

そういう構造になっています。1階の炉心タンクに運転員が棒状燃料を実験計画に応じて

配列しまして、その後、ダンプ槽から軽水を給水して臨界実験を行うというものになって

ございます。 

 左側に書いてありますとおり、通常、発電炉等では制御棒で反応度制御を行いますが、

STACYについては炉心タンクへの給排水で反応度制御を行うという特徴がございます。 

 臨界近接に当たっては、段階的に給水して、未臨界であることを確認しながら臨界状態
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に近づき、臨界水位を推定すると、手法を取っております。 

 緊急停止の方法としましては、安全板の落下、安全板を挿入すること、もう一つは、急

速排水弁というのが炉下室にございまして、これを開くことによって軽水を排水するとい

うことで、この二つの方法で原子炉を停止するというシステムになってございます。 

 5ページに行っていただきまして、STACYの主な仕様ということで、STACY更新炉の仕様

と溶液系STACY、従来の仕様を比較してございます。 

 炉心構成範囲、こちらにつきましては、従来はウラン硝酸溶液燃料を用いた原子炉とい

うことで、一部非均質棒状燃料も装荷した臨界実験も行っておりましたが、そういうとこ

ろで炉心構成範囲も多少異なるというところがございますが、大体ウランの濃縮度等とか

も似たようなところでやっているというところになります。 

 その下の熱的制限値、核的制限値については、従来の溶液系STACYとほぼ同様の内容と

なっておるというところになってございます。 

 続いて6ページが保安規定の許認可との関係というところにございます。一つ目の矢羽

で書いてございますのが、平成30年1月にSTACY更新の設置変更許可を受けております。も

う一つは、STACY更新に当たって、設工認も受けております。これは新規制基準対応も含

むものになりますけれども、こういった許可や設工認で約束した事項を今回、保安規定に

落とし込むというような内容になっております。 

 7ページからが、まず許可と保安規定の整合ということで、許可基準規則、左側に条項

を書いておりまして、許可申請書の説明事項が書いてございます。そういった内容を今回、

保安規定に落とし込むというところで、中身の詳細な説明は割愛しますけど、このように

漏れなく保安規定に落とし込んでいるという内容になってございます。 

 9ページ～11ページが、今度、設工認と保安規定の整合というところで、STACYについて

は設工認を全部で8分割しておりますが、その中の設工認で約束している事項もこのよう

に漏れなく今回の保安規定に落とし込んでいるというような内容になってございます。 

 12ページからが、今回の保安規定の主な変更内容です。①～⑥まで、このような内容を

変更してございます。 

 具体的には13ページに行きまして、①の必要な運転員の確保というところですが、

STACYの運転に必要な運転員の確保、配置について定めるというところで、保安規定では

第3条に要員の配置という条項を今回復帰させまして申請しております。 

 この下線を引いたところが、本申請の変更箇所になっておりまして、赤字のところは、
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今回、従来の溶液系STACYから更新炉に当たって変更したところがある場合は赤字にして

おります。なので、審査のときには、この赤字のところを重点的に確認していただけると

よろしいかなというところになります。 

 要員の配置につきましては、御覧のとおり、赤字の部分がなくて従来、溶液系STACYで

規定していた内容をそのまま復帰させたというところになります。原子炉の運転等に必要

な知識を有する者を制御室に配置しなければならないというところを追加しております。 

 めくっていただいて14ページが、今度②として運転管理に関する組織内の規程類の作成

というところで、我々、保安規定の下部規定として「運転手引」というものを定めており

ます。その作成と承認手続について定めたものになります。 

手引の作成として、第4条として記載項目、(1)から(7)までありますが、今回はその中

で(6)可燃物の管理に関する事項というところで、こちらは新規制基準が施行されまして

火災防護が強化されたということを受けまして、「運転手引」にこの可燃物に関する事項

を記載するというところになっております。こちらについては、従来、溶液系STACYのと

きには記載がなかったというところで赤字にしてございます。ほかは溶液系STACYと同様

というところになっております。 

 続いて15ページ、今度は③で原子炉の起動運転に当たって確認すべき事項等というとこ

ろで、まず③-1として運転上の遵守事項に関することということを記載しております。 

具体的には鍵の管理ですとか、隣にある廃止措置としておりますが、TRACYと同時作業

の管理、運転訓練、この運転訓練というのが、今回、STACYを更新するに当たって新たに

教育訓練という原子炉の目的を追加しております。なので、この第9条の3の運転訓練は

丸々今回新規に追加するというところで、原子炉研修生の訓練に当たっては、運転要員の

監督、指示の下、原子炉の運転操作に関する事項を遵守させなければならないということ

で規定をしております。こちらは原科研のほかの施設で教育訓練を実施している原子炉が

ございますので、その保安規定を参考に記載を追加したというものになってございます。 

 続いて16ページに行きまして、こちらも引き続き、運転上の遵守事項に関することとい

うことで、こちら、ちょっと平仄が変わるんですけれども、今度、赤字の部分は先行使用

保安規定と今ここで定義しておりますが、さきの3月31日にSTACY、もう一つ保安規定の変

更認可申請をしております。今同時審査をしていただいている内容になりますが、こちら

は新規に棒状燃料貯蔵設備Ⅱというものを製作して供用を開始するというものになってご

ざいまして、それを先行使用保安規定とここでは定義しております。 
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そちらの保安規定でも変更申請しているものになりますが、赤字については運転再開に

よってさらに追加したところ、先行使用との差分になりますが、それを赤字で示している

というものになってございます。それが第5項で溢水対策ということで極低レベル廃液貯

槽が溢水した場合の措置ということで、極低レベル廃液貯槽というのは40m3の貯槽タンク

が2基ありまして、これが地震等で破損した場合に全量溢水した場合は、管理区域外へ漏

えいしてしまうおそれがあるというところで、55m3に制限するというのをさきの設工認の

中で約束していますので、それをソフトの運用として保安規定に落とし込むということで

55m3以下で管理するという規定を今回追加しております。 

 続いて17ページに行きまして、同じく運転上の遵守事項に関することということで、燃

料の装荷で、燃料の装荷をしようとするときは確認しなければならないということで三つ

の項目を挙げております。 

これ、(1)～(3)まで赤字になっておりますが、基本的には溶液燃料のときと同様なこと

になっておりまして、特に(1)は今回特別に追加したことになりますが、未臨界板という

ものがございまして、こちらは、我々、運転員が炉心に棒状燃料を装荷するときに、当然、

水がない状態で棒状燃料を装荷するんですけれども、そのときに万が一、想定を超える津

波が襲来した場合で炉心タンクが水没した場合には、それで臨界になってしまいますので、

その臨界を防止するために中性子吸収材を挟み込んだ未臨界板というものを用いるという

のを許可の段階、設工認の段階で約束しておりますので、それを、未臨界板が挿入された

状態で棒状燃料の装荷を行うというところで(1)を今回追加したというものになってござ

います。 

 続いて18ページ、今度は③-2ということで、運転計画と運転許可に関することでござい

ます。臨界実験装置の場合は、1週間ごとに運転実施計画、実験計画に応じて、この運転

実施計画をつくるというところを従来からそういった運用をしてきておりまして、それは

今回も同様に第7条で定めて、同様な運用をしていきたいというふうに考えております。

赤字で追加しているのが第5項の1運転積算出力、これ、許可の段階で1回の運転は0.1キロ

ワット時というところで規定していますので、その記載を追加しております。 

 あと、(8)でインターロックの解除に関する事項、これについては明確化ということで

運転実施計画にこういったものも記載するということになってございます。 

 続いて、19ページで運転開始命令ですが、こちらについては従来と同様の記載になって

おります。運転開始命令は本体施設の臨界1課長が行うということ、運転に係る通報、表



24 

示については、一斉指令装置により運転開始と停止の通報を行うということを規定してご

ざいます。 

 続いて20ページに行きまして、今度は起動前点検と停止後の点検等に関する事項になり

ます。20ページの第18条、運転開始前の措置ということで、起動前点検のことが記載され

ております。正常な状態であることを確認しなければならない。別表第8に起動前点検で

確認する対象設備を記載していて、基本的には従来と同様な設備を点検するという内容に

なってございます。 

 続いて21ページ、今度は、原子炉運転中の巡視ということで、原子炉運転中に巡視対象

とする設備を記載しております。こちらも溶液系燃料と同様の設備を巡視対象としている

というものになってございます。 

 続いて、運転停止後の措置ということで第22条、運転停止については(1)～(3)までのこ

とを記載するということで、炉心タンク水位が零以下であることと、中性子出力が正常に

低下していること、安全板が完全に挿入されていること、この三つをもってSTACYの原子

炉停止を確認するという内容になってございます。 

 続いて22ページに行きまして、③-4、原子炉の運転上の制限に関することということで、

まず、第10条に出力の制限ということで、最大熱出力とか積算出力の記載を追加してござ

います。さきに申し上げたとおり、今回、1運転当たりの積算出力を0.1キロワット時とい

うのを許可で定めていますので、その記載を追加しているというものになります。 

 あと、第11条、炉心装荷物の制限については、可動装荷物、こちらは実験に際して放射

性物質等の実験試料を炉心タンクの中に装荷するというものになりますが、その放射性物

質の閉じ込めに関しては、所で定めるこのSTACY可動装荷物等設計・製作基準に従って閉

じ込めの管理をするということを設工認の中で記載していますので、それを保安規定にも

落とし込んでいるという内容になってございます。 

 続いて23ページに行きまして、原子炉の運転上の条件に関することということで、安全

保護回路の作動条件、警報回路の作動条件、原子炉運転中の負圧維持について定めるとい

う内容になってございます。 

23ページの第15条、安全保護回路の作動条件、こちらについては、従来の記載どおりで

赤字がなくて、従来の溶液系STACYの記載を復帰させたのみというふうになってございま

す。 

具体的な作動条件を24ページに別表第2として記載しております。赤字のところが幾つ
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かありますが、まず、上の二つになります。起動系炉周期短と運転系対数出力系炉周期短、

こちらについては解除の条件を一つ増やしております。具体的には、原子炉起動時の未臨

界状態での起動用中性子源を挿入するときというところで、起動時については体系の中性

子が非常に少なくて、そこに起動用中性子源を挿入すると、見かけ上、炉周期が短くなる

というところで、それを解除の条件に今回追加しているというものになっております  

  その他は炉型が変更したことに伴って記載を適正化したというものになってございます。 

 続いて25ページ、警報回路の作動条件になりますが、こちらも本文の記載は変えており

ません。ただ復帰させたのみと。別表第5の警報回路の作動条件につきましては、下の五

つの項目について炉型を変更しましたので、その変更に伴って記載を修正しているという

ものになってございます。この作動条件については許可や設工認で既に記載になっている

ものを保安規定に記載したというものになってございます。 

 26ページが負圧の維持、こちらは従来の記載を復活させて負圧管理値についても値自体

は変えていないというものになってございます。 

 続いて27ページが臨界実験装置ということで実験計画に応じて炉心を変更できるという

ところになりますが、その炉心特性の算定と、その結果の承認の手続について定めたもの

になります。27ページの右側にあります新しい炉心を構成する際の方針というところで、

概念図になりますが、まず、大きい円が設置変更許可を受けた炉心特性の範囲というのが

ございます。その許可を受けた範囲の中で実験計画に応じて設工認を申請するというのが

楕円のものになります。この中では、設工認(1)～(3)まで記載しておりますが、こういっ

たものの実験計画に応じて申請するというものになっています。 

 実際、実験をする際には、核特性が比較的よく知られた炉心、この円でいう中心の部分

のところから徐々に実験を開始して、検証を進めながら、段階的に実験範囲を拡大してい

く、許可を受けた円の外側のほうにだんだん実験範囲を拡大していくというところが臨界

実験装置の実験の方法になります。この実験を具体的にどのような手段で達成していくか

というのが、28ページにございます。 

 これを我々が従来から溶液系STACYのときでもやっていた内容になりますが、まずは炉

心構成書というものを作って、次に、より具体的な炉心証明書を作ると。実際の運転をす

るという流れになってございます。 

 炉心構成書というのは、炉心構成要素、棒状燃料や安全板等の具体的な配置と変更可能

範囲を示したものになります。 
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 解析で核的制限値や炉心特性値を満足する見込みであるということをまず確認すると。 

 その上で、今度は、炉心証明書で運転を実施する実際の炉心の物理的配置を示すという

ものになってございます。 

 運転をしながら実測値が事前の解析値と大きく外れていないことを確認していくという

手段を取って、段階的に実験範囲を拡大していくというものになってございます。 

 29ページにつきましては、原子炉の運転に関すること、こちらは原子炉の詳細な手順、

こちらは、下部規定の運転手引に定めるところになってございます。 

 30ページが、今度、炉心構成書の記載内容になります。 

 第5条に、炉心構成書というものを定めておりまして、(1)～(6)に定めた事項を炉心証

明書に記載するというものになっております。こちらは炉主任の同意を受けて所長が承認

するという手続を従来から取っておりまして、今回もそのような手続を考えているところ

です。 

 31ページに、炉心構成の条件などで、炉心証明書を作成したときに我々が守らなければ

いけない炉心構成の条件を記載しております。こちらは、基本的には、設置許可を受けた

内容と同様になってございますので、そのような炉心構成条件を満足した状態で運転をす

るというものになってございます。 

 続いて、32ページが炉心証明書、今度は実際に運転をするときに物理的な配置を示すと

申し上げましたけども、実際運転するに当たって、今度(1)～(6)までの具体的な事項を定

めて、まず作成すると。その後、運転をして事前解析と実測値を比較して、妥当性を確認

して、既知炉心として位置づけるというものになってございます。 

 続いて、33ページが、⑤として地震、火災等の発生時に講ずべき措置というところで、

新規制基準で追加された自然現象等に対応する措置になります。 

 33ページは、まず、火災発生時の措置というところで、許可や設工認で、火災発生時は

原子炉を停止するというところを約束していますので、第2項に原子炉を停止しなければ

ならないというところを追加しております。こちらは赤字、先行使用保安規定からの変更

箇所というところになってございます。 

 34ページにつきましても同様です、自然現象が発生した場合の措置というところで、ま

ず、第2項は、竜巻発生時、こちらも(1)のところで原子炉を停止しなければならない。

(2)で点検の実施を規定しております。第3項では、火山の噴火、この場合も(1)で原子炉

停止をしなければならない。 
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 35ページに行きまして、第4項に森林火災、第5項に津波、第6項に有毒ガス、これにつ

いてもそれぞれ原子炉を停止しなければならないというところを今回追加したものになり

ます。 

 今度36ページに行きまして、⑥の異常時の措置ですが、警報回路が作動した場合の措置

というところで、こちらは溶液系のSTACYの記載を復活させたものになります。 

 37ページに、警報回路が復帰できなかった場合の措置としまして、具体的な内容を記載

しております。 

 一番下の原子炉施設の保安に影響を与えない場合、炉心タンク水位高というのは、こち

らはSTACYの場合は、臨界予想水位の4分の3までは、高速給水系で給水して、それ以降は、

低速給水系で臨界近接をするというものになっていますので、水位が4分の3になった場合

は、炉心タンク水位高という警報が出るというものになってございます。なので、水位高

が出ても、そのまま運転継続して給水系で運転を継続するというところで、一番右のほう

には、正常状態であるため運転は継続するという旨が記載されてございます。 

 あと38ページが、安全保護回路が作動した場合の措置、こちらは溶液系STACYの記載を

そのまま復帰したというものになってございます。 

 39ページが、原子炉が計画外停止した場合の措置というところで、安全、赤字のところ

が修正、溶液系のSTACYから修正したところになりますが、炉型が変わったことに伴う記

載を変更したというものになってございます。 

 あと40ページ、計画外停止後に原子炉を再起動する場合の措置、これについても溶液系

STACYから変更はなくて、従来の規定をそのまま復帰させたものというものになってござ

います。 

 長くなりましたが、ここまでが運転再開に関する保安規定の内容で、41ページからが、

TCAの使用済燃料移管に伴う変更というところで、大きくは42ページを見ていただきます

と、①と②の二つの項目を今回追加するというものになってございます。 

 実際、43ページには、使用済棒状燃料の受入れというところを記載してございます。た

だし、これについては、従来からSTACYで運転に使うドライバー燃料の受入れの項目があ

りますので、そこに使用済棒状燃料という項目を新たに追加して、その点検内容とかいう

のは、棒状燃料と同様の記載になってございます。 

 44ページが、使用済棒状燃料の貯蔵ということで、今回新しく使用済棒状燃料貯蔵設備

というものをつくりますので、その貯蔵制限量を別表第16に記載したというものになって
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ございます。 

 45ページが、使用済棒状燃料の貯蔵中の点検というところで、貯蔵中の点検項目を(6)

でイロハニというところで記載しておりますが、こちらはほかの燃料と同様の記載、ここ

には(1)～(5)が記載省略になっておりまして、ちょっと分かりにくくなっておりますが、

ほかの燃料と同様の内容を点検するというところで定めてございます。 

 46ページが、貯蔵とか点検時に異常を認めた場合の措置というところで、従来から40条

と41条に点検において異常を認めた場合や、燃料の紛失を発見した場合の措置という項目

がありますので、そこに種類として使用済棒状燃料を追加したという内容になってござい

ます。 

 最後、47ページは、本申請に係る今後のスケジュールというところで、保安規定につき

ましては、10月末ぐらいに認可希望としております。こちらについては、原子炉の本体の

性能試験を11月～12月に開始して、1月末の使用前事業者検査に当たって保安規定の認可

が必要であるというところで、このようなスケジュールを予定しているというものになり

ます。 

 説明は以上になります。 

○山中委員 それでは、質疑に移ります。質問、コメントございますか。 

○菅生チーム員 原子力規制庁の菅生です。 

 まず、今回の申請範囲について確認させてください。説明いただいた27ページに、新し

い炉心を構成する際の方針ということで概念図が示されています。現在、設工認で基本炉

心1ということで既に認可が下りている炉心があると思うんですけれども、今後、行うと

している実験の全体計画の中でのこの基本炉心1の位置づけと、それから、今回の保安規

定の変更申請の内容がカバーする範囲がどこまでになるのかということについて、まず、

説明をお願いします。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 まず今回、基本炉心1ということをSTACYは設工認認可を受けております。今後、STACY

では、デブリの臨界を、デブリの実験データの取得を目指しまして、それに応じて基本炉

心2ですとか、デブリ臨界炉心だとか、そういった新しい炉心を設工認を取得していくこ

とを考えております。 

 今回、保安規定におきましては、それら今後の設工認で申請する炉心も含めて想定して、

保安規定の認可を取得したいというふうに考えてございます。 
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 すなわち保安規定では、炉心構成条件、先ほど31ページで説明しましたとおり、31ペー

ジのこの別表第1の炉心構成の条件というのは、許可で規定している炉心構成の条件と同

じものになっておりまして、設工認を受けた基本炉心1に限定している内容とはなってお

りません。 

 なので、今後、違う基本炉心1、2ですとか、デブリ臨界炉心だとか、新しい炉心の設工

認を受けた場合でも、当然この炉心の構成の別表第1を変える必要はないので、今申請し

ている保安規定の中で運転ができるというふうに考えております。 

○菅生チーム員 規制庁の菅生です。 

 説明ありがとうございます。恐らく、この27ページの概念図にある大きな丸の中の今、

三つある小さい丸の数が、今後、設工認で増えていくというイメージだけれども、今回の

保安規定の申請の範囲としては、もう設置許可の範囲であるので、中の丸が増えても基本

的には変わりませんということかなと理解しました。 

 ただ、いずれにしても、新しい炉心が認可された際には、今のというか、今申請してい

る保安規定の内容でしっかりカバーできているかということは、慎重にもう一回検討しな

がら進めていっていただければと思います。よろしくお願いします。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 はい、承知しました。確かに設工認、申請したときに、STACYではいろいろな実験用装

荷物を装荷することも考えておりますので、本当に今申請している保安規定で安全が担保

できるのかどうかというのは、慎重に確認していかなければならないと思いますので、も

し新たに保安規定に記載しなければならないという事項が認められた場合は、保安規定の

認可申請も考えていきたいと思っております。 

○山中委員 そのほか、いかがですか。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。 

 炉心の構成範囲等の保安規定での規定について質問いたします。今日の説明資料の5ペ

ージ目に、STACYの主な仕様というのが書かれていて、基本的には、溶液系のSTACYに一部

追加しているという中身になっているんですけども、今回出てきている保安規定の変更、

保安規定自身の中身を見ますと、これは保安規定の別表第1に炉心の構成の条件というこ

とで表がついて、今日の資料には入ってないんですけども、ありますけど……、すみませ

ん。これを見ますと、これは熱的なものは、ここでは温度だけになっていますけども、い

わゆる許認可のときに、いわゆる事故評価あるいは核特性の評価をする上で、こういう均
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質炉心で基本的なパラメータの減速材対燃料ペレット体積比、5ページ目の炉心構成範囲

のところにありますけども、それとか、臨界水位40～140cm以下、これは当然、炉心構成

の実測になるもので、これについては、保安規定にはなくて、炉心構成書等でそこは書く

という、そういう説明をヒアリングで受けているんですけども、ここはやはり、いわゆる

ハードとしての燃料とか、そういったものではありませんけども、炉心構成の、あるいは

核的な評価の前提条件になってますので、これは構成書とか、炉心証明書で確認するのは、

もちろんですけども、保安規定のほうにこの二つの事項については、記載すべきだという

ふうに考えておるんですけども、いかがですか。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 承知しました。そこら辺のところは、補正の際に追加して補正したいというふうに考え

てございます。 

 従来は、溶液系STACYの場合は、別表第1に掲げる規定、項目を保安規定に定めて、それ

以外のところは運転手引に定めて、下部規定も含めて許可とか、設工認で規定した事項を

満足するという立てつけになっていたんですけども、今回はそれを少し見直して、保安規

定の範囲で全て許可と設工認で約束した事項は確認していただけるというような内容でち

ょっと補正したいというふうに考えております。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。 

 この量の重要度からいって、これを保安規定で明文化すべきだという、そういう趣旨な

ので対応をお願いしたいと思います。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） はい、承知しました。 

○三好技術参与 それから、もう1点、これはちょっと細かいんですけど、25ページのこ

れは確認というか、ここで保安規定で警報回路の作動条件ということで並んでますけども、

この中で今回加わった下から5行目ぐらいのところ、5段目ぐらいなところで、炉心タンク

水位高ということで、ここの説明書きにあるようなときに警報が鳴るということになって

いるんですけども、これだけ見ると、要するに、炉心タンク、これはあくまで先ほどの説

明を聞くと、高速給水の制限値が臨界水位の4分の3を超えた場合という意味ですよね。で

すから、そこはちょっとこれだけ見ると、炉心タンクが水位がこの4分の3以上を超えたら

警報が出るというのでは、ちょっと分かりにくいので、もう少し明確に。要するに、これ

は高速給水をしている段階での警報装置だと、警報項目だということを明確にするために

もう少し検討していただきたいと思っているんですけども。 
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○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 承知しました。高速給水系の制限値であることが分かるように記載を修正したいと思い

ます。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。よろしくお願いします。 

 あともう1点、先ほどの今回の申請範囲のところに絡んだちょっと確認ですけども、い

わゆるこの資料で言いますと、絵がありまして、27ページですか。この説明書き少し具体

的などういうときに証明するなり、構成書が必要だということを補足していただいていま

すけども、この27ページの(1)の一つ目の点の最後ですけども、ここに実測等による検証

を進めつつ、段階的に実験範囲を拡大と書いてあるんですけどもね。これは、いわゆるそ

ういう当然、実験をある炉心構成で範囲を決めた後に、どの体系からやっていくかという、

そういう問題になるわけですけども、でも必ずしもある範囲の実験をやるときに、この実

験範囲を拡大という意味がちょっと明確でなくて、要するに、例えば一番今回考えている

基本炉心の1でやるような実験だとして、例えば最も単純な矩形の炉心を組むと、当然燃

料棒を変えた、炉心の大きさを変えた実験をすると思いますけども、そのときに燃料棒の

数をだんだん増やしていくということを実験範囲を拡大というふうに考えているのか、要

するに、この実験範囲の拡大ということをもう少し具体的にどう考えているのかというこ

との説明が必要なんじゃないかと、ちょっと検討していただければと思うんです。 

 つまり燃料本数を増やしていく、だんだん少ない燃料から増やしていくと。炉心的には

大きくなるわけですから、実験上、使う燃料は拡大されているわけですけども、ただ、そ

のときは安全系の核的な制限が厳しいか厳しくないかという観点から言うと、安全、燃料

棒が多くて、多くて臨界水位が低いほうが、いわゆる安全板の反応度価値なり、水位反応

度なり、要するに、安全系の制限というのは厳しいわけですよね。厳しい値になっている。

つまり拡大、最も少ない燃料、最小の実験をやったときには、いわゆる安全設計としては、

最も厳しい値になっていないということになるんだと思うんですけども、その辺はどう考

えられているかということをちょっと御説明いただきたい。 

○日本原子力研究開発機構（曽野次長） 原子力機構の曽野でございます。 

 実験炉心につきましては、三好さんおっしゃるとおり、やはり燃料の本数が多いという

ことでもって拡大というわけではなくて、炉心の核的に厳しい領域に実験を広げていくと

いうようなところです。 

 ちょうどこの27ページの概念図にあります中心部分というのは、既知炉心と呼んでおり
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ます。炉心の核特性がよく分かった範囲をイメージ的に書いたものでして、そこの炉心の

核特性に対して厳しい領域がこの円の外側に近くなっていくというところですので、そう

いう意味で、核的に厳しい領域に実験範囲を広げていくという趣旨でございます。 

 以上です。 

○三好技術参与 規制庁の三好です。 

 何を既知とするかというのは、いろいろ議論はあるんですけども、例えば今回新しくつ

くる燃料で、更新STACYに組んだ場合、それは燃料が少ない場合は既知で、多いものは既

知じゃないとか、そういうことじゃなくて、全部既知じゃないわけですよね、基本的には。

近い炉心がほかにあるかどうかという、そういうのはありますけど。そうすると、やはり

どこから順番を、実験を始めて、どういう方向に拡大していくのかというときに、問題と

なるのは安全性の中でですから、そういう意味で、核的に厳しい炉心、厳しくないという

か、制御しやすい炉心からだんだん厳しい条件の炉心に変えていくというのが、安全上の

要求としてはあると思うので、その辺、資料、ここでは説明資料に書いてあるので、その

辺を少しこの資料を修正してくれということではないですけど、その辺を考慮した上でこ

ういう説明をしていただきたいというふうに思います。 

○日本原子力研究開発機構（曽野次長） 原子力機構の曽野でございます。 

 実際の運転、それから実験計画に当たっては、そういった点がまさに重要な点でござい

ますので、教育等も含めてきちんと対処してまいります。ありがとうございます。 

○山中委員 そのほか、いかがですか。 

○菅生チーム員 原子力規制庁の菅生です。 

 28ページですが、こちらで炉心構成書と炉心証明書の関係ですとか、炉心証明書は再度

作成する際の条件などについて説明がされていると思います。 

 一方で、30ページ以降、30～32ページの実際の保安規定の条文を見ると、この炉心構成

書、炉心証明書を作成する際の手続ですとか、項目だけが規定されている状況で、今の28

ページにある作成目的ですとか、安全確認上の位置づけというところまでは、ちょっと保

安規定に記載がない状況かと思っています。 

 我々、特に炉心証明書を作成する際の条件というのは、保安規定でもう定まっていてい

いものじゃないかなというふうに思っているんですけれども、これについて申請者の考え

をちょっと聞かせてください。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 
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 28ページにちょっと記載したんですけども、炉心証明書をいつ作り直すかというのは、

やっぱり炉心によって、例えばここに例示をしておりますが、安全板の枚数が変わるとき、

軽水昇温の有無、軽水の温度が変わる場合、あとは可溶性中性子吸収材を添加するときと

か、ちょっと実験計画によって様々なことが想定されるので、保安規定で定めるのは少し

難しいかなというふうに考えてございます。そこはどのような場合に炉心証明書を切り直

すか、作り直すかというのは、我々が事業者として判断していきたいと。その判断が妥当

かどうかというのは、原子力規制検査の中で保安検査官に確認していただくというところ

が我々の望むところです。 

○日本原子力研究開発機構（曽野次長） 原子力機構の曽野でございます。 

 もう少し補足いたしますと、やはり臨界実験というものが、これまで知られていない炉

心特性を把握するということで、そういった実験を安全に進めるための考え方、それがこ

の27ページ～29ページまでのソフト的に対応する考え方として保安規定で定めている内容

でございます。 

 そういったルールといいますか、こういった考えで安全性を確認しながら進めていく手

順を保安規定に書いてございまして、じゃあ炉心特性に応じてどういった実験をするかと

いうのは、やはりそれは実験の柔軟性から安全を確保するポイントだけ押さえて、それで

規定したいというのが、私たち実験をする事業者としての考えでございますので、その点

について、安全性が担保されないというような、そういう審査内容であればそれを反映し

たいと思っておりますが、手順について保安規定で定めたいというのが事業者の意向でご

ざいます。 

 以上です。 

○菅生チーム員 規制庁の菅生です。 

 今まさに安全に進めるための考え方ということでお示しいただいているということなの

で、であれば、どういった場合に具体的にこういった、こういったこういったというのを

書く必要性はないとは思うんですけれども、機構として、こういう場合には、いま一度炉

心証明書を作る必要性について多分考えなきゃいけないとかというポイントがあると思う

んですね。そういった条件みたいなものをきっちり保安規定に定めた上で、安全に進めて

いくというのをまさに保安規定で定めるべきじゃないかと思っているんですが。 

○日本原子力研究開発機構（曽野次長） 原子力機構の曽野でございます。 

 そういった意味で、広い実験構成範囲の中から、例示として28ページの先ほど石井が説
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明した例、中段のポツに書いてあります安全板の枚数とか、こういったものはやはり炉心

構成をしていく上で、いろんな核特性の範囲が大きく変わるということで条件として例示

したものでございます。 

 場合によっては、こういった例示を保安規定に記載するということも考えますけれども、

また御相談させてください。 

○菅生チーム員 規制庁の菅生です。 

 よろしく検討をお願いします。 

 それから、17ページになるんですけれども、こちらに燃料の装荷に関する規定がありま

して、ここの(2)に炉心証明書に記載された炉心配置であることというふうに規定されて

いるんですけれども、すみません、またページが飛んでしまうんですが、32ページにある

炉心証明書の規定第6条に、この炉心配置という言葉がないので、この炉心配置が何を指

しているのかが少し分かりにくくなっているんですが、この炉心配置は何であるかという

ことをちょっと教えていただけますか。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 この炉心証明書には、(2)で炉心構成という項目がありまして、炉心証明書には、添付

で炉心の配置がつくことになっております。ちょっとそれが分かりづらいというのがある

かもしれませんが、なので、その炉心証明書に添付された炉心配置図を確認しながら炉心

装荷をするというものになってございます。 

○菅生チーム員 規制庁の菅生です。 

 ヒアリング資料とかで炉心証明書とかのフォーマットみたいなものを見せていただいて

いて、そこにもこの炉心配置図、炉心配置というのが、そのままの言葉がちょっとなかっ

たので、少なくともしっかり保安規定の中でひもづけがちゃんとできるように言葉なりも

整理をしていただきたいんですけれども、検討いただけますでしょうか。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 承知しました。ひもづけがちゃんなるように記載検討したいと思います。 

○菅生チーム員 規制庁の菅生です。 

 今ちょっと私から説明した、構成書、証明書、それから燃料装荷、これが一連のちょっ

と内容、若干保安規定上の位置づけだとか、言葉も含めて分かりにくくなっているので、

いま一度整理していただければと思います。よろしくお願いします。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 
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 承知しました。 

○山中委員 そのほか、いかがでしょう。 

○島村チーム員 規制庁、島村です。 

 資料の43ページなんですけれども、第28条の第1項がありまして、ただし書でこの使用

済棒状燃料の受入れは、新規制基準適用の考え方に示される適合確認の完了後としなけれ

ばならないというふうに書かれているんですけれども、こういった一時的というんですか

ね、この内容に係ります規定は、保安規定の本文に書くよりも、附則に書いたほうがよろ

しいんではないかということがありまして、それがここの部分と、それから、あといろん

な燃料を、新しい燃料の製作の状況とかを考えまして、ほかにも何か一時的に規定するよ

うな内容があるのかないのか御検討いただいて、もし、あるのであればそういったものも

含めていただいて、附則に規定していただくのがいいんではないかと考えますが、いかが

でしょうか。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 承知しました。確かにそこのただし書は一時的なものですので、附則に記載する方向で

検討したいと思います。 

 また、ほかにも一時的な条項がないか、現状では、ないというふうに認識しているんで

すけども、再度確認して精査したいというふうに考えております。 

○島村チーム員 ありがとうございます。 

 それから、もう1点なんですけれども、すみません。 

○藤森チーム員 原子力規制庁、藤森ですけど、ちょっと今の補足ですけれども、一時的

というか、段階的な施行をもしこの保安規定の施行において考えているのであれば、段階

的な施行については、附則に定めるべきだと思っておりますので、そういう観点から、ほ

かにもそういった段階施行があるかどうかをちょっと確認いただいて、必要に応じて附則

に定めていただきたいという趣旨でございますので、よろしくお願いします。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構、石井です。 

 承知しました。段階的なものも含めて確認したいと思います。 

○島村チーム員 規制庁、島村です。 

 それから、あと1点ですけれども、先ほどの口頭の御説明の中で、3月31日にやはり原子

力科学研究所の保安規定を申請されているということで、この申請、今回の申請と3月31

日の申請なんですけれども、両方の申請で重なっている条文とかがございまして、今後、
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恐らくどちらか先に認可された、されることになると思うんですけれども、その場合に、

片方のまだ申請中のものの申請について、どういうようにされるかについて説明をお願い

します。 

○日本原子力研究開発機構（石井マネージャー） 原子力機構の石井です。 

 3月31日に申請したもののほうが、先に認可されることを我々としては希望しておりま

すので、3月31日の先行使用保安規定が認可された場合には、認可された内容を含めて、

この運転再開の保安規定補正で対応したいというふうに考えております。 

○島村チーム員 規制庁、島村です。 

 片方が認可されたときに、もう一個、もう一つのほうで、また元の規定に戻ってしまう

とか、そういったことがないように十分しっかりチェックをしていただいて補正をしてい

ただければと思います。 

 以上です。 

○日本原子力研究開発機構（曽野次長） 原子力機構の曽野でございます。 

 そういったことまできちんと確認して、補正手続を進めたいと思います。 

 ありがとうございます。 

○山中委員 そのほか、いかがでしょう。よろしいですか。 

 STACYの保安規定、今日議論させていただいたんですが、今後、行う実験の全体計画と

の関係、あるいは保安規定に記載すべきものの考え方の整理などについて指摘があったか

と思いますけれども、JAEAにおかれましては、これらの指摘対応していただいて、規制庁

事務局においては、その内容を含めて事実確認を進めていただければと思います。 

 また、議論をする点が出てきた場合には、改めて審査会合を開催したいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 そのほか、何かございますでしょうか。 

 JAEA側から特に何かございませんか。よろしいですか。 

 それでは、本日予定していた議題は以上となります。 

 以上をもちまして、第447回審査会合を終了いたします。 


